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本
書
は
京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
に
お
い
て
、
間
野
潜
龍
・
狩
．
野
直

禎
の
爾
氏
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
執
筆
籍
は
同
研
究
室
繊
身
者
一
一

七
名
の
方
（
こ
の
中
に
は
他
専
攻
出
身
の
方
も
協
力
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
）
が
分
担
さ
れ
（
執
筆
嚢
は
綱
々
の
項
目
毎
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）
、

整
理
さ
れ
た
原
稿
は
宮
崎
市
定
・
田
村
実
造
・
佐
伯
富
・
羽
田
明
・
佐
藤
長
の

五
氏
が
分
量
校
閲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
項
目
数
は
五
千
余
、
そ
れ
が
五
十
音

、
順
に
紀
列
さ
れ
、
項
濤
毎
に
参
考
文
献
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
周
到
な
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
本
暑
の
ね
ら
い
は
従
来
よ
り
あ
っ
た
簡
便
な
ポ
ケ
ッ
ト
型
の
辞
典

と
、
十
冊
に
も
及
ぶ
大
辞
典
と
の
中
聞
の
中
辞
典
に
あ
り
、
約
三
か
年
の
歳
月

を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
付
録
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
各
国
の
統
治
表
・
ア
ジ
ア
諸
鐙
年
号
表
・
中

言
歴
代
官
職
表
・
ア
ジ
ア
名
辞
難
読
表
・
中
畷
度
量
衡
衰
・
ア
ジ
ア
主
要
貨
幣

要
覧
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
歴
史
地
図
二
八
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
こ
の
辞
典
が
中
辞
典
と
し
て
項
隣
選
定
の
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
特

色
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
検
討
し
て
み
た
い
。
比
較
の
必
要
上
、
大
辞
典

と
し
て
は
、
平
凡
祉
の
「
ア
ジ
ア
歴
史
事
血
C
　
（
昭
和
三
十
六
年
六
月
現
在
第

七
巻
「
ハ
一
の
項
ま
で
刊
行
済
）
　
（
以
後
略
称
弐
）
、
小
辞
典
と
し
て
は
、
岩

波
小
辞
典
、
世
界
史
一
東
洋
（
一
九
鷲
八
年
一
C
月
刊
）
．
（
以
後
略
称
⑳
）
を

罵
い
る
。
以
下
に
お
い
て
本
書
（
以
後
略
称
⑲
）
と
㊧
⑳
を
「
え
」
の
項
に
つ

い
て
比
較
し
て
み
た
い
。
（
「
え
」
の
項
を
選
ん
だ
の
は
、
分
量
の
関
係
か
ら
で
、

特
翔
の
意
図
は
な
く
、
任
意
抽
出
と
考
え
て
戴
き
た
い
。
）

　
「
え
」
の
項
に
つ
い
て
㊧
㊥
㊨
の
項
目
数
と
、
概
算
の
総
字
数
を
表
に
示
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ii±
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名
㊧㊥④

項

同

数

三
〇
八一

δ
（
幡
羅
鞠
麟
）

総
　
　
字
　
　
数

一　1

一
九

一
七
四
二
〇
〇

二
七
六
慧
＝
一

五
〇
一
六

　
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
遭
遇
に
つ
い
て
θ
や
爾
⑳
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い

る
か
を
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

e
　
㊧
㊥
①
共
通
の
項
陰
（
項
繕
の
取
り
方
の
多
少
の
相
違
は
問
題
に
し
な
い
）
，

　
　
衛
所
。
永
楽
大
典
。
永
楽
膏
。
易
経
。
越
。
謬
海
関
。
エ
フ
タ
ル
族
。
エ

　
　
ロ
ー
ラ
。
　
糀
…
。
　
延
安
。
　
薦
畿
爪
。
　
嚢
世
凱
。
　
二
八
立
本
。

⇔
　
の
㊥
共
通
の
項
匿

　
　
エ
カ
フ
ェ
。
エ
ジ
プ
ト
。
エ
チ
オ
ピ
ア
。
越
｛
陽
。
エ
ホ
バ
。
エ
リ
ト
レ
ア
。

　
⇔
に
つ
い
て
は
㊥
に
「
エ
ジ
プ
ト
し
「
エ
チ
オ
ピ
ア
」
「
エ
リ
ト
レ
ア
」
が
群

雲
と
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
㊥
が
ア
フ
リ
カ
が
対
象
と
し
て
い
な
い
（
㊥
の
序

に
ア
ジ
ア
の
全
域
を
ふ
く
み
、
西
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
に
も
多
く

の
項
穏
を
ふ
り
あ
て
た
、
と
あ
る
。
）
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
最

近
に
お
い
て
は
A
・
A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ア
ジ
ア
。
ア
フ
リ
カ
が
一
括
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
当
否
は
別
個
に
検
討
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
エ
カ
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フ
甲
こ
「
エ
ホ
バ
」
が
痢
に
な
い
の
は
一
考
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

嶋
　
《
、
鍬
共
通
の
項
縁

　
　
郵
。
衛
…
。
’
灘
…
出
勝
覧
。
蝉
騒
の
乱
。
薄
墨
。
衛
元
嶽
。
衛
氏
朝
鮮
。
鴬
州
。

　
　
衛
諸
王
。
欝
血
郡
。
容
親
王
。
衛
青
。
英
霊
（
宋
、
元
、
明
）
。
容
宗
（
唐
、

　
　
元
）
。
莫
蔵
条
約
。
永
寧
寺
碑
。
英
布
。
永
明
王
。
栄
禄
。
慧
遠
。
慧
可
。

　
　
炎
山
。
口
遊
順
鼎
。
駅
伝
制
度
。
　
エ
ク
パ
タ
ナ
。
　
エ
ジ
プ
ト
北
【
和
圏
。
也
先
。

　
　
エ
チ
ナ
。
慧
超
。
越
族
。
准
南
子
。
エ
ニ
セ
イ
ス
ク
。
懇
臼
。
慧
能
。
エ

　
　
ラ
ム
。
　
エ
リ
オ
ッ
ト
。
　
エ
リ
ド
ウ
。
　
エ
リ
ュ
ト
ゥ
ラ
海
報
回
内
…
記
。
　
エ
ル
ギ

　
　
ソ
。
也
里
可
温
。
エ
ル
サ
レ
ム
。
エ
ル
ト
ゥ
ル
ル
。
エ
ル
ペ
ル
フ
エ
ル
ト
。

　
　
エ
ル
マ
ク
。
ニ
ソ
ヴ
ニ
ル
蜻
パ
シ
ャ
。
続
…
冴
求
心
・
六
棚
円
。
淡
噛
概
…
州
。
塩
課
司
。

　
　
淵
鑑
頬
函
。
鷲
誓
。
燕
京
歳
時
記
。
震
宏
道
。
エ
ン
コ
、
、
、
エ
ソ
ダ
。
奄
察
。

　
　
岬
山
君
。
エ
ン
シ
。
閻
罫
線
。
閣
浜
山
。
翼
紹
。
塩
商
。
厭
勝
銭
。
嚢
崇

　
　
換
。
煙
台
毛
嚢
中
郎
。
円
珍
。
燕
鉄
製
児
。
塩
鉄
塔
。
嵐
鉄
論
。
門
仁
。

　
　
婁
枚
。
エ
ソ
バ
イ
事
件
。
円
明
閲
。
園
冶
。

⑧
　
㊥
の
み
の
項
目

　
　
弾
央
韓
通
商
盈
旧
約
。
繰
史
。
エ
キ
ビ
家
。
役
一
法
。
絵
高
麗
、
　
エ
サ
ル
翻
バ
ッ

　
　
ド
ン
。
蝶
理
。
エ
ジ
プ
ト
三
族
主
義
運
動
。
エ
ス
ゲ
イ
眼
パ
ガ
ト
ー
ル
。

　
　
越
州
。
エ
ニ
セ
イ
河
。
エ
ル
ラ
ソ
ガ
。
エ
ル
ワ
ジ
。
壌
課
。
演
義
三
菌
志
。

　
　
閣
膏
珍
。
嚢
田
園
。
園
宅
地
。
塩
徒
。
絹
納
。

㈲
の
な
か
に
「
エ
ジ
プ
ト
民
族
主
義
運
動
」
が
あ
り
、
⇔
に
「
エ
ジ
プ
ト
共
和

国
」
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
は
前
述
の
如
く
、
本
書
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、

エ
ジ
プ
ト
の
こ
と
は
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
「
エ
ジ
プ
ト
民
族
主

義
運
動
」
と
か
「
エ
ジ
プ
ト
共
和
濁
」
だ
け
で
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
を
綜
合
的
に

解
説
す
る
「
エ
ジ
プ
ト
」
の
項
際
が
あ
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ

の
中
の
「
漁
法
扁
に
つ
い
て
隣
え
ば
「
門
役
」
「
賦
役
」
と
い
う
項
目
は
な
く
、

「
三
法
」
の
み
で
は
初
学
饗
の
場
合
、
検
撮
が
少
々
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
塩
乾
」
「
塩
徒
」
の
項
目
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
「
塩
の
専
売
」
の
項

冒
に
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
、
索
引
で
は
「
力
士
」
「
塩
徒
」
で
検
出
し
得
る
よ
う

に
し
た
方
が
種
々
の
点
で
便
利
で
ば
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
他
の
経
済
用
語
の

場
合
に
つ
い
て
も
…
葺
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
用
語
は
腫
々
の
表
現

法
が
あ
り
、
わ
ず
か
の
項
翔
の
解
説
の
み
で
は
理
解
が
困
難
な
点
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
中
辞
典
の
編
集
の
一
間
題
点
で

も
あ
ろ
う
。

　
　
肉
め
み
の
項
臼
（
○
印
は
⑲
の
索
引
に
て
検
禺
可
能
の
も
の
）

　
　
エ
ア
神
。
二
尉
。
○
衛
王
讐
丙
。
凱
歌
。
頴
河
。
○
衛
滞
。
鐘
楼
志
略
。

　
　
衛
協
。
○
永
業
閏
。
永
慶
陵
。
栄
公
。
○
鰐
口
。
衛
宏
。
永
鉢
叩
。
○
栄

　
　
西
。
永
畠
。
永
城
。
永
常
。
衛
将
軍
．
、
営
城
子
。
○
永
済
渠
。
英
祖
。
営

　
　
進
学
社
。
栄
宗
敬
。
英
蔵
図
識
。
障
壁
通
志
。
営
造
法
式
。
栄
尋
。
衛
太

　
　
子
。
永
定
河
。
○
鴬
田
。
営
隣
使
。
衛
伯
玉
。
衛
口
入
。
英
仏
連
合
軍
戦

　
　
争
。
衛
膚
敏
。
英
米
タ
バ
コ
会
社
。
○
衛
満
。
英
緬
戦
争
。
英
雄
記
。
衛

　
　
右
渠
。
永
楽
宮
。
永
楽
要
約
。
塗
立
煤
。
○
永
暦
帝
。
英
露
協
商
。
衛
縮
。

　
　
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
。
エ
ヴ
ェ
ソ
キ
。
エ
ヴ
カ
フ
。
○
エ
ウ
ク
ラ
テ
ィ
デ
ス
一

　
　
世
。
○
エ
ウ
テ
ィ
デ
ー
モ
ス
一
世
。
エ
ウ
フ
ラ
テ
ス
川
。
エ
ウ
リ
や
且
チ

　
　
ェ
レ
ビ
。
開
運
。
慧
遠
（
陪
）
。
慧
果
。
懐
海
。
懸
勢
。
懐
感
。
益
王
趨

　
　
顯
。
役
価
。
変
経
。
易
元
吉
。
益
斎
集
。
○
益
州
。
益
州
記
。
野
州
名
画

　
　
録
。
駅
丞
。
○
易
姓
革
命
。
益
世
報
。
液
隠
妻
。
益
友
祉
。
益
陽
。
慧
洪
。

　
　
○
慧
絞
。
エ
サ
ギ
ラ
神
殿
。
エ
ジ
プ
ト
学
。
慧
寂
。
恵
生
。
慧
沼
。
慧
浄
。

　
　
エ
ス
キ
モ
…
。
エ
ズ
ラ
。
也
先
不
花
。
恵
通
。
專
海
関
志
。
磐
雅
堂
叢
警
。
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φ
謬
論
鉄
道
、
越
鳥
書
。
越
史
通
叢
綱
隣
。
閲
史
約
鴬
。
○
越
州
窯
。
越

　
　
裳
。
越
史
略
。
越
騰
。
閲
葉
隠
。
義
絶
啓
。
諸
般
。
○
閲
露
草
裳
筆
記
。

　
　
ら
）
エ
デ
ィ
ル
ネ
。
○
エ
デ
ッ
サ
。
エ
ド
キ
ソ
ズ
。
慧
南
。
エ
バ
ル
キ
ア
。

　
　
ハ
U
エ
フ
エ
ソ
ス
。
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
。
エ
ミ
ル
。
エ
ム
レ
。
エ
…
モ
ニ
エ
。

　
　
エ
ラ
ウ
ト
。
エ
リ
セ
エ
フ
。
○
慧
琳
。
　
エ
ル
ー
ー
オ
ベ
イ
ド
交
渉
。
エ
ル
ケ

　
　
ス
．
、
按
ロ
ハ
吉
ダ
。
エ
ル
デ
ニ
イ
ソ
蜂
エ
リ
へ
。
エ
ル
デ
両
三
イ
ン
諏
ト
ブ

　
　
チ
。
「
O
エ
ル
デ
ニ
ー
ジ
ョ
i
．
．
藩
罎
…
駒
登
保
．
エ
ル
ー
ト
。
エ
ル
フ
ィ
ン
ス

　
　
ト
ン
。
エ
ル
ブ
ル
ズ
山
脈
。
（
》
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
。
奄
。
繊
似
。
凸
‘
ノ
塩
目
引
、
○

　
　
円
融
。
○
震
盤
。
燕
王
曹
宇
。
衷
応
泰
。
鴛
鴬
泊
。
嚢
跳
。
沿
海
倒
置
使
。

　
　
中
之
。
○
燕
楽
。
○
増
熱
提
挙
司
。
塩
官
。
燕
巌
集
、
延
吉
。
　
円
行
。

　
　
翠
微
紀
。
塩
業
銀
行
。
遠
近
法
。
エ
ン
ク
ル
マ
。
燕
京
大
学
。
演
劇
。
園

　
　
偲
。
嚢
江
。
爽
宏
。
元
高
。
（
り
爽
黄
．
闘
皇
后
．
．
爽
甲
三
。
帳
周
生
。
○

　
　
嚢
藥
。
燕
山
外
史
。
弁
山
堂
瑚
集
。
6
．
響
岩
。
罵
支
山
。
屡
次
平
。
延
寿
。

　
　
燕
粛
。
○
嚢
術
。
○
円
照
。
翼
翼
、
塩
鋤
。
醒
際
。
忠
信
．
○
蝦
蟹
。
遠

　
　
西
奇
器
図
説
録
最
。
術
聖
公
、
塩
政
志
。
塩
素
大
臣
。
エ
ソ
ゼ
リ
ー
。
燕

　
　
然
出
。
燕
然
都
欝
欝
。
嚢
宗
道
。
円
卓
会
議
、
嚢
中
送
。
爽
製
、
莫
晃
。

　
　
闘
朝
儀
。
つ
炎
帝
。
嚢
天
使
．
円
筒
印
章
、
絹
毒
．
円
爾
弁
円
。
円
牌
。

　
　
篠
曝
雑
記
。
演
聖
主
。
閻
眺
。
興
復
．
燕
文
貴
、
延
平
王
戸
官
揚
英
従
政

　
　
実
録
。
塩
浦
。
○
壌
法
。
塩
法
通
志
。
燕
北
録
。
延
祐
四
明
志
．
蟻
集
志

　
　
林
。
閣
立
徳
。
郡
陵
の
戦
。
∩
）
エ
ソ
リ
ル
神
。
嚢
朗
。

　
的
に
つ
い
て
は
、
二
〇
五
．
項
目
中
、
○
印
を
付
し
た
三
七
項
翼
は
卿
の
索
引

に
て
検
捺
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
大
体
に
お
い
て
、
㊥
は
牢
数
に
お
い
て
・
ウ
め

．
％
で
あ
る
が
、
項
目
数
に
お
い
て
は
約
半
数
を
検
蹴
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
、
ま
た
細
に
煩
を
い
と
わ
ず
列
挙
し
た
項
欝
を
参
照
す
れ
ば
、
㊥

の
な
か
で
普
通
の
東
洋
史
学
に
て
必
要
な
項
臼
は
ほ
と
ん
ど
網
羅
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
お
の
ず
か
ら
判
明
す
る
と
思
う
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
本
書
卿
が
極
め
て

適
切
に
項
闘
の
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
…
爪
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二

三
の
問
題
点
を
マ
え
」
の
項
の
分
析
に
よ
っ
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
は
編
集
上

・
の
峨
細
な
点
で
、
馬
齢
の
欠
点
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
所
期
の

口
的
を
達
し
た
優
秀
な
項
目
の
選
択
と
賛
辞
を
呈
し
て
お
き
た
い
。

　
た
だ
し
避
止
の
取
り
方
に
つ
き
一
考
を
輿
…
み
た
い
点
を
一
つ
あ
げ
る
な
ら
ば
、

四
六
頁
の
「
韻
験
ご
、
二
六
八
頁
の
「
繭
京
」
、
四
一
〇
百
ハ
の
「
賎
民
」
の
狽
は
、

朝
鮮
史
の
用
語
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
語
は
中
国
史
の
上
で

も
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
り
、
朝
鮮
の
こ
と
と
覇
時
に
、
中
国
の

こ
と
の
解
説
が
望
ま
し
か
っ
た
。
ま
た
七
六
〇
頁
の
「
六
韻
の
鋼
」
の
項
で
は
、

朝
鮮
の
記
述
の
み
で
あ
る
か
ら
、
七
二
五
頁
の
「
六
部
」
（
中
図
の
官
観
）
の
参

照
記
号
は
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
五
三
八
頁
の
「
階
隠
」
の
項
で
、
仏

教
の
僧
侶
の
こ
と
の
み
解
説
さ
れ
、
道
教
の
道
士
・
女
冠
の
こ
と
に
全
然
触
れ

て
い
な
い
の
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
ま
た
六
五
六
頁
の
・
「
菩
薩
」
の
項
に
、
團
有

語
詞
の
ウ
イ
グ
ル
の
部
族
長
の
み
を
説
明
し
、
仏
教
用
語
の
普
通
の
意
味
を
全

然
解
説
し
な
い
の
は
こ
の
種
の
辞
典
と
、
し
て
は
書
留
落
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
は
単
な
る
量
的
、
も
し
く
は
外
見
上
の
考
察
で
あ
る
が
、
以
下
紙
数
め

許
す
限
り
、
内
容
の
検
討
に
入
り
た
い
。

　
ま
ず
唐
代
の
官
制
に
関
す
る
一
連
の
項
陰
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
八
六
買
の

「
三
省
六
部
制
度
」
の
「
玄
宗
ご
ろ
よ
り
中
警
省
と
門
下
省
が
一
つ
の
軽
く
に

な
り
申
書
門
下
と
称
し
」
と
い
う
表
現
は
、
照
…
元
年
閤
に
宰
相
の
事
を
議
す
る

政
事
蛍
が
　
「
中
書
門
下
」
　
に
改
め
ら
れ
た
重
要
な
る
事
実
を
無
視
し
て
、
　
初

学
者
の
官
制
理
解
を
課
ら
し
め
る
恐
の
あ
る
も
の
で
φ
5
2
る
。
ま
た
四
七
四
葺
の
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「
中
書
省
」
の
項
に
、
「
唐
代
で
は
中
書
は
門
下
・
尚
書
と
と
も
に
三
省
を
形
成

し
た
。
中
啓
の
任
務
は
詔
勅
を
起
草
し
、
臣
下
の
上
奏
に
対
す
る
答
の
草
案
を

作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
書
に
は
令
・
侍
郎
以
下
の
官
が
お
か
れ
た
。
し
か
し

や
が
て
宰
相
の
権
は
同
量
嵩
門
下
平
章
事
の
権
に
移
っ
た
。
」
と
あ
る
。
こ
の
「
や

が
て
」
　
が
何
時
の
こ
と
か
明
ら
か
で
な
く
、
　
ま
た
こ
の
よ
う
な
不
明
確
な
表

現
は
避
け
る
べ
き
と
思
う
が
、
こ
の
「
や
が
て
」
が
唐
代
の
こ
と
と
と
る
な
ら

ば
、
誤
解
で
あ
り
、
庸
代
で
は
同
中
書
門
下
平
舘
事
が
宰
相
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
五
二
八
頁
の
「
同
中
書
門
下
勲
章
事
」
の
項
で
、
「
唐
画
で
は
中
誉
・

門
下
両
省
の
侍
郎
が
宰
相
の
職
を
兼
ね
る
時
、
同
中
省
門
下
平
章
事
と
い
っ
た
」

と
あ
る
が
、
　
こ
れ
は
中
書
・
門
下
両
省
の
侍
郎
の
み
で
は
な
く
、
　
他
職
（
例

え
ば
六
都
の
尚
書
）
で
宰
相
に
な
る
時
も
阿
申
書
門
下
回
章
事
を
称
し
、
こ
の

表
現
は
正
し
く
な
い
。
ま
た
六
九
六
頁
の
「
門
下
省
」
の
項
に
、
「
唐
代
に
も
中

書
・
尚
書
の
長
宮
と
な
ら
び
称
せ
ら
れ
た
が
、
し
だ
い
に
実
権
が
失
わ
れ
」
と

い
う
表
現
も
、
唐
代
の
門
下
省
の
説
明
と
し
て
は
不
親
切
・
不
充
分
な
表
現
で

あ
る
。
中
国
の
官
制
は
唐
事
に
て
一
臨
の
集
大
成
が
完
成
し
、
ま
た
そ
れ
が
崩

れ
て
変
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
鯛
（
特
に
唐
六
典
の
官
鋼
）
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
が
、
官
制
理
解
の
単
這
と
考
え
て
い
る
が
（
謡
う
ま
で
も
な

く
宰
相
の
舗
は
六
典
に
は
な
い
が
）
、
こ
の
点
に
お
い
て
一
連
の
唐
代
の
宮
制
の

記
載
は
不
明
確
で
、
誤
解
を
産
む
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以

上
と
ほ
ぼ
同
様
な
誤
解
を
生
ず
る
例
と
し
て
、
三
七
頁
の
「
一
世
ご
兀
」
の
項

で
、
「
中
国
で
は
関
朝
の
太
祖
の
年
丹
の
洪
武
か
ら
、
日
本
で
は
明
治
か
ら
こ
の

よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
壷
金
は
、
君
主
一
代
に
二
つ
以
上
の
元
号
を
用
い

た
が
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
は
必
ず
君
主
一
代
に
二
つ
以
上
の
元
帰
を
用
い

た
よ
う
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
。
唐
の
高
祖
は
武
徳
、
唐
の
太
宗
は
貞
観
の
一
年

号
し
か
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
執
筆
者
の
誤
解

で
は
な
く
、
表
現
が
適
切
で
な
か
っ
た
た
め
に
起
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
種
の
辞
典
と
し
て
は
短
い
表
現
で
し
か
も
誤
解
を
起
さ
な
い
よ
う
な
配
慮
が

望
ま
し
い
。
ま
た
同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
は
、
四
〇
頁
の
「
韓
篇
の
項
で
、
「
唐

楽
に
は
犯
諄
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
避
誹
に
は
君
主
に
対
す
る

国
諒
（
公
算
）
と
、
父
祖
に
対
す
る
象
誇
（
泓
誹
）
と
が
あ
る
」
と
い
う
解
説

は
、
葱
律
に
お
い
て
私
戦
も
律
に
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
誤
解
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
り
、
（
唐
律
で
は
府
議
官
称
、
す
な
わ
ち
役
所
の
名
称
が
父
祖
の
名

を
犯
す
時
は
免
所
居
官
と
な
る
規
定
は
あ
っ
た
が
）
こ
の
よ
う
な
辞
典
は
初
学

者
も
用
い
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
招
き
易
い
表
現
は
避

け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
は
関
連
あ
る
項
麟
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
と
め
て
表
境
の
統
一
が

望
ま
し
い
が
、
五
七
六
頁
の
「
白
居
易
」
の
項
で
、
「
著
書
に
白
氏
長
論
集
、
黒

氏
経
史
事
類
が
あ
り
」
と
あ
り
、
「
白
軍
文
集
」
の
項
で
、
「
庸
の
白
居
易
の
作
品

集
。
前
後
集
か
ら
成
り
、
前
集
を
白
氏
長
慶
集
と
よ
び
、
こ
れ
に
後
出
を
あ
わ

せ
て
白
鼠
文
集
と
い
う
」
と
あ
り
、
白
居
易
の
項
の
「
白
氏
長
上
集
鳳
と
「
白

鷹
交
集
」
の
項
の
「
白
氏
長
慶
典
」
と
が
喰
い
違
っ
て
い
る
。

　
ま
た
固
有
名
詞
の
読
み
方
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
複
雑
な
内
容

を
含
み
、
簡
単
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
だ
本
書
は
日
本
の
慣
用
音

と
も
い
う
べ
き
も
の
の
み
挙
げ
て
、
原
音
（
ロ
ー
町
、
字
に
よ
る
）
は
挙
げ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
現
在
で
は
高
直
の
教
科
書
に
お
い
て
も
一
部
で
は
原
音
の
振
仮

名
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
慣
用
音
が
幾
通
り
も
あ
る
場
合
も
あ
り
、
原
音
の
ロ

ー
マ
字
に
よ
る
付
記
は
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
完
顔
蔀
」

は
「
わ
ん
か
ん
ぶ
」
と
「
か
ん
が
ん
ぶ
」
と
両
方
に
て
検
齢
し
得
る
が
、
四
五
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評諮

二
頁
の
「
建
瀬
」
の
項
の
、
「
完
顔
晶
」
に
は
「
ワ
ン
ヤ
ン
シ
ョ
ウ
偏
と
振
仮
名

が
あ
り
、
不
統
一
で
読
者
を
迷
わ
ぜ
る
。
ま
た
「
陰
陽
五
行
説
」
を
「
い
ん
よ

う
こ
ぎ
よ
う
せ
つ
」
と
読
み
、
「
お
ん
よ
う
ご
ぎ
ょ
う
せ
つ
」
で
は
検
出
で
き

な
い
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
な
お
残
念
な
こ
と
に
誤
植
が
散
兇
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
大
都
な

書
物
を
誤
植
な
し
に
完
成
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
一
字
の
誤
植
が

初
学
春
に
多
大
の
迷
惑
を
与
え
る
場
舎
も
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
慎
重
さ
が
望

ま
し
い
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
六
三
一
頁
の
「
文
華
離
竜
」
の
項
に
「
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

国
の
苑
文
澗
注
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
　
こ
の
「
苑
扁
は
「
萢
篇
の
誤

植
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
八
八
五
頁
の
索
引
の
「
エ
」
の
項
に

　
　
　
　「

苑
文
澗
偏
と
出
て
い
る
の
は
二
重
の
過
失
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
は
少
々
限
に
つ
い
た
問
題
の
個
所
の
み
を
述
べ
た
が
、
本
書
の
全
体
か

ら
減
れ
ば
ほ
ん
の
僅
か
な
部
分
で
あ
り
、
決
し
て
本
書
の
価
値
を
減
ず
る
も
の

で
は
な
く
、
望
蜀
の
こ
と
と
し
て
述
べ
た
ま
で
で
あ
る
。
京
都
大
学
の
爽
洋
史

研
究
室
が
挙
げ
て
こ
の
よ
う
な
…
難
事
業
を
完
成
し
、
適
切
な
中
辞
典
を
江
湖
に

提
供
せ
ら
れ
た
こ
と
は
慶
賀
に
た
え
な
い
所
で
あ
り
、
大
い
に
葉
洋
史
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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既
に
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
の
勃
発
に
際
し
て
、
そ
の
積
極
的
な
原
基
と

な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
そ
の
闘
人
類
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
最
悪
の

政
治
体
制
《
ナ
チ
ズ
ム
》
を
も
生
み
だ
し
た
ド
イ
ツ
資
本
搬
義
は
、
近
代
史
研

究
者
の
最
も
重
視
す
べ
ぎ
研
究
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
暇
際
経
済
史

の
講
師
で
あ
り
、
政
治
絢
に
は
英
国
労
働
党
の
立
場
と
思
わ
れ
る
ヘ
ソ
ダ
ー
ス

ン
の
興
味
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
産
業
革
命
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
つ
い
で
に

著
者
に
つ
い
て
の
紹
介
を
知
る
限
り
続
け
る
と
、
彼
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
産
業

資
本
形
成
権
の
圏
家
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
詳
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
最

近
で
は
國
際
的
観
点
を
導
入
し
た
大
陸
諸
国
の
産
業
資
本
形
成
史
に
つ
い
て
の

諸
研
究
を
精
力
的
に
も
の
し
つ
つ
あ
る
。
念
の
た
め
に
、
こ
の
著
作
以
外
の
ヘ

ン
ダ
ー
ス
ン
の
諸
研
究
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。
こ
の
う
ち
、
　
「
関
税
並
等
」
は

本
書
と
罰
じ
く
前
者
の
方
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
の
二
著
は
後
著
の
方

向
に
立
つ
た
も
の
で
あ
る
。
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